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　11 月 22 日午後 1:30 より辻の事業所にて、

植物標本作製の新手法の学習会が開催されま

した。この学習会では、、植物標本作製の新

手法とおしゃれな化石レプリカ作りの 2 つの

学習と実習が行われました。参加者は 10 名

ほどで、講師は経済産業省産業技術研究所（産

総研）の岡崎智鶴子さんと三田直樹さんでし

た。岡崎さんと三田さんは、この学習会のた

めにわざわざつくば市から来てくださいまし

た。

　植物標本は普通おし葉標本で、乾燥した植

物の標本は色もあせ、特に花は生きていたと

きの鮮やかな色を残していません。植物の同

定で、よく見慣れている専門家が形態などの

特徴を詳しく見るためには、色あせた標本で

もよいかもしれませんが、一般の人が標本を

見るときには、やはり植物の新鮮な色が損な

われていることは、あまりよい印象を与えな

いように思えます。

　私は常々、植物標本の展示に関して何かよ

い方法で、植物の新鮮な色を損なわずに展示

標本にできないかを考えていました。たまた

ま、大阪での地質学会で産総研（旧地質調査

所）の展示会を訪れたときに、旧知の三田さ

んと出会い、いくつかの新手法を見せていた

だいた中に、岡崎さんが主になって開発した

植物標本作製の新手法を知りました。そこで、

いつか静岡に来ていただき、実際にエキジビ

ジョンをしていただきたいとお願いしていま
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したが、それが実現しました。

　新手法は、生の植物を重ならないように乾

燥剤の入った脱水・通気機能をもつ厚手の

シート（販売予定のもの）で上下からはさみ、

電子レンジにそのシートで挟んだまま入れて、

1 ～ 2 分間マイクロ波を照射します。照射が

終わって、標本を挟んだシートを取り出し、

そのまま空箱の上など上下に通気のよいとこ

ろで 10 ～ 20 分程度余熱乾燥させます。電子

レンジでの照射時間と余熱乾燥の時間は植物

の種類とシートに挟んだ植物の量によって異

なります。

　学習会では、5 ～ 6 回にわたりいろいろな

種類の植物について、実習を行い、ほぼすべ

てが色や臭いを残したまま乾燥標本として完

成することができました。また、シラカバや

マリーゴールドなどの乾燥標本を用いたハー

ブティーの時間なども設けていただきました。

　おしゃれな化石レプリカは、化石や地形の

型に、プリンターで特別な紙（シート）に印

刷した画像を、型にのりで貼り付けて転写す

る方法で、これは参加者が実際にシートを型

に貼り付けて作製しました。貼り付けがなか

なか難しく、時間がかかり苦労しましたが、

出来上がるとみなさんの作成品はなかなかの

ものでした。ほぼ 3 時間にわたる学習会でし

たが、参加者は時間を忘れて楽しく実習する

ことができました。

講師の経済産業省産業技術研究所 （産総研）
岡崎智鶴子さん ( 左） と三田直樹さん （右）

　化石や地形の模型図作製にチャレンジする

　11 月 1 日（木）に、静岡県庁で行われた

第 1 回静岡県文化財等救済ネットワーク会議

に参加してきました。静岡県文化財等救済

ネットワークとは、東海地震・東南海地震が

懸念される静岡県において、災害時に行政、

大学、NPO、博物館等の文化関係機関が連携

し、機能的に文化財等（自然系標本や図書類

を含む）の救済活動を行えるようにするため

に組織されたネットワークです。設立は平成

24 年 3 月 30 日で、現在は静岡大学人文社会

科学部等の 5 大学、静岡博物館協会 14 団体、

県教育委員会文化財保護課・県埋蔵文化財セ

ンター等の 15 行政機関が加盟しています。

　会議は、まず東日本大震災時に、実際に文

化財レスキュー活動を行った遠野文化研究セ

ンターの前川学芸員より、救済活動、また今

後の課題、問題点等のお話を聞きました。そ

の後、静岡県の文化財等救済活動の現状と課

題について協議しました。課題として、１）災

害時の連絡経路の確保・情報共有、2）発災

後に所有者からの要請が無くとも、文化財へ

の救援活動を可能にする体制づくり、3）発災

後に必要な場所、資材等の確保、4）文化財

データの整備、5) 防災についての研修や研

究、6）活動資金の調達、7）防災活動の周知、

の 7 課題があげられ、議論がおこなわれまし

た。その中で、重要な課題について、下記に

説明します。

連絡経路の確保、情報共有

　救済活動の本部をどこに置くかなどが、話

し合われました。災害時レスキューを行う側

からみれば現場の状況がわからないと行動で

きません。災害時、県内外に文化財レスキュ

－情報を発信できる、情報が集まる場所を設

置することは、第一に重要なことです。

　協議の中では、県内部の連絡についてのみ

しか議論がありませんでしたが、県全体で被

害があるような、大地震が起きた場合を想定

し、県外にも災害時の協力体制をつくってお

く必要があるのではないでしょうか。

災害後に必要な場所、資材等の確保
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　前川学芸員によれば、東日本大震災後、避

難場所が優先的に確保されるため、津波等に

被害にあった文化財等の応急処置を行う場所

がなかなか確保できなかったそうです。

文化財データの整備

　前川学芸員の話では、文化財救済を行う際、

その文化財がどの博物館・資料館に保存され

ていたのか、わからない文化財も運ばれてき

たそうです。

　文化財・標本の所在を示す、データベース

は、文化財の救済を行うのに際し、必要なも

のです。しかし、標本のデータベースは、各

博物館で保管・管理し、データのバックアッ

プも独自で行なっている博物館が多いようで

す。しかし、災害でデータベースを失う程の

大きな被害を博物館が受けた場合、標本の所

在を確認するものまで紛失することになりま

す。そのためには、他県でデータのバックアッ

プを保存しておくことや県内外の各博物館で

保存されているデータベースを共有化してお

くことが必要なのではないでしょうか。

　

　今回の会議では、自然系標本を扱う研究者

や関係者がほとんど参加しませんでしたが、

自然系の研究者や学芸員の中には、文化財の

応急処置を行なえる知識や技術を持った人

材もいます。また、自然系博物館の乾燥標本

を収蔵する標本室は、防虫・防カビ設備の整っ

ている施設なので、文化財の一時的な避難場

所としても利用可能です。平成 26 年にオープ

ン予定の自然系博物館活動拠点施設となる現

在の静岡南高校は津波の影響の少ない高台

に位置し、防虫・防カビ設備の整った収蔵室

が完備される予定で、災害時の文化財など避

難場所や被害にあった館の一時的な文化財の

保管場所としての活用が見込まれます。また、

乾燥機や冷凍庫などの設備が整えられる予定

なので、被害にあった文化財修復の応急処置

（図書・文献の乾燥など）の場としても活用

できるのではないでしょうか。


